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≪ 今号の内容 ≫
＊ 新年のご挨拶

＊ 誕生日外出

＊ 九州補助犬協会への募金活動

＊ お好み焼きパーティー

＊ （障がい者支援施設ハーモニーの森）新入所者の紹介

＊ 第６回ふれあい祭り

＊ 平成２８年度クリスマス忘年会



＊新年のご挨拶＊

新年あけましておめでとうございます。
昨年中は利用者・ご家族・地域の方々・職員、多くの人達に支えら

れ、無事に新年を迎える事ができました。深く感謝申し上げます。尚、
今年も更なるご支援とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

昨年中は大分・熊本に地震があり、多大な被害がございました。一
日も早い復興を心より祈念申し上げます。

さらに、私達にとって衝撃的な事件がございました。相模原市の障
害者施設で発生した殺傷事件です。それは人間の存在価値を問う深刻
な事件でもあります。

吉本隆明の著書『マルクス伝』の中で「ここでとりあげる人物は、
きっと、千年に一度しかこの世界にあらわれないといった巨匠なのだ
が、市井の片隅に生き死にした人物の生涯と別に変わりない。市井の
片隅に生まれ、育ち、子を生み、生活し、老いて死ぬといった生涯を
繰り返した無数の人物は、千年に一度しかこの世にあらわれない人物
の価値と同じである。」と。また、著作『親鸞』の中で、「人間の絶
対的価値とは生まれ、育ち、老いて死んでいくということにあり、学
者であるとか政治家であるとか音楽家であるとか、それは相対的価値
にすぎない。」と。（知）＝（教育）の最終到着点、最終目標はどこ
にあるかについても、次のように記しています。「高度の教育を受け
た人は、そうでない人の下位にあるという概念を獲得することにある。」
と。
今年も良い年になりますよう心からお祈り申し上げます。

理事長 室 寛志



＊第６回ふれあい祭り＊

１０月２３日（日）、『第６回ふれあい祭り』が行われました。
今年は雨により施設内で行われ、大分南高校吹奏楽部による演奏や大分の芸人

おたふくまめによる漫才、昨年に引き続き出演してくださった西寒多子供神楽や
職員出し物、抽選会等の催し物があり、楽しい催し物ばかりでの開催となりまし
た。

出店では、都町にあるbeans cafeさんや作業所のアップルミントさん、ステップ
おおいたさん、さんりん花さんにご協力いただき、たくさんの食べ物を楽しむこ
とができました。

利用者さんからは「施設内やったけど一番良かったよ。」や「吹奏楽部にまた
来てほしい。」など、たくさんの喜びの声が聞かれました。

井上栄子さん、サポーターさんと一緒に 森邦夫さん・岩男哲次さん、副施設長と一緒に

大分南高校吹奏楽部による演奏 西寒多子供神楽



＊平成２８年度クリスマス忘年会＊

１２月１１日、地域交流ホールで『クリスマス忘年会』が開催されま
した。例年の食事は、バイキング形式でしたが、今年は初の試みで配膳
形式で行いちらし寿司や刺身、茶わん蒸し、和え物、ケーキ等、豪華な
食事でした。催し物では、職員出し物（演奏・わさび入りシュークリー
ムを食べたのは誰？・コーラ早飲み対決）やフラダンス、抽選会等があ
り、皆さん職員やご家族の方と楽しそうに過ごされていました。



＊誕生日外出～お誕生日おめでとうございます～＊

横山孝子さんは、担当職員と一緒に実家に帰
り、ご家族との食事やお墓参りをされました。

県外から妹様は帰郷されており、久々の一
家団欒での食事に終始穏やかに過ごされまし
た。大好きなお寿司やご家族による手料理も
美味しそうに食べられていました。

吉田健二さんは、担当職員と一緒にお墓参り
と商業施設に出掛けられました。

久しぶりの外出でドキドキしながら食事や
お墓参りをして過ごされました。また、趣味
であるカメラでの撮影もでき、喜ばれていま
した。

小野剛志さんは、妹さん・担当職員と一緒に
iichikoグランシアタに出掛け、『それいけ！ア
ンパンマン ミュージアム』を観賞されまし
た。音楽が流れだすと手を振られたり歌った
りし楽しまれていました。

★その他の誕生日外出された方★

＊井上栄子さんは、担当職員と一緒に、仲の良い利用者に会いに騰々舎に出掛けました。

＊竹下郁夫さんは、担当職員と一緒に、津久見市にある浜茶屋で食事に出掛けました。

＊秦喜宮典さんは、担当職員と一緒に、焼肉『なべしま』での食事や、商業施設での買い物に出掛けました。

＊沓掛久美子さんは、妹さん・担当職員と一緒に、パークプレイスに出掛けました。

＊松本育子さんは、妹さんやお孫さん・担当職員と一緒に、パークプレイスに出掛けました。

＊木本展正さんは、奥様・担当職員と一緒に、九重町にある『九重“夢”大吊橋』に出掛けました。

＊佐藤静子さんは、娘さん・担当職員と一緒に、ご自宅での食事に出掛けました。



＊お好み焼きパーティー＊

＊九州補助犬協会への募金活動＊

＊（障がい者支援施設ハーモニーの森）新入所者の紹介＊

ケアホームハーモニーでは、１０月１５日、昼
食時に『お好み焼きパーティー』を行いました。

自分たちで切ったキャベツのみじん切りのお好
み焼きは、一味も二味も格別だったようです。焼
き立てのお好み焼きを頬張りながら、「こうやっ
て食べると美味しいなぁ。」や「また来年もした
い。」と、満足していただけました。

ケアホームハーモニーでは、九州補助犬協会への募金活動を行なっています。

入居者の皆さんも身体に障がいをお持ちですが、介助犬等の育成費になり、
「誰かのお役にたてれば・・・」との願いと想いを募金しております。

特定非営利活動法人 九州補助犬協会では、ユーザー募集他、募金箱設置等の
募集もされています。
当協会のホームページは、次のとおりです。（ http：//www．hojo.or.jp/ ）

（氏名）芝田陽子さん

（一言）１２月６日より入所しました。趣味は絵手紙で、
絵手紙を通じてコミュニケーションをとってい
きたいと思います。よろしくお願いします。


